
ものとは、ー見して容易に区別がつく。
察署Lについての要約以上のような諸点を総合し
て、次のようなことが要約し得る。
1. 
2. 競演とその付近〈第一成長繍娼圏内〉に最も

事事孔数が多いこと。
2. 中央基準線上とその直後の- 1区画内が援演に

は、全〈穿孔されていないとと。
以上ツメタガイの穿抗aについて、主としてき皇き鼓を
通じての罰規ij的な調べをして見たがなにしろ貝殻への
穿孔手段にしても、内部の肉を食べる方法にしても、
一切は砂のカーア y の中で行われることであり、行諜
中少しでも不自然な刺鍛が加われば、これらの進行を
停止するばかりか、急いでロさきも足も自分の設内に

次いで多いこと。 I引きとめるので〈実際は膨大な足の設内引きとみはそ
4. 中央基準線から前方には、きわめて少なし左| う急には行われないが〉その真相をつかむことはすこ

5. 殻頂から鼓の縁辺に肉って遠ざかるほど、急に| ことは、十分に慎しむべきことであるから、今後さら
穿孔の割合が少くなるとと。 Iに飼育もし、現地についての観察も行って、真の生活

6. 設の最舛縁で外套膜餓に当る部分より舛側に 1 機構を明かにして見たいと思う。
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関右原始林は、また桜郷自然文化苑とも言われ、明| を、益々保護育成して、その利用に努め、人類文化に
右域の北側にある桜掘附近は、自然美豊かな、天然の l能う限りの貢献を、もたらしたいものである。
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室障である。従って自ら縞物の生育にも適し、悠久の| 叉此処は古の昔より桜の名所でもある。因みに神代
音より、編物がよく繁茂して屋り、正に神秘的な自然| 時代の歌謡中に「さきくにさくらん、ほきくにさくら
の幽慈境をなしている。 Iん」とチクラを誉め祢えたことが、今に伝わる。泊戸
との附近は大昔より何等人工を加えず、自然のまま| 時代における、かの有名な、広居宣長の歌「敷島の大

の林相で、特に常緑広葉樹が多く、モチノキ科のモテ| 和心を人聞はば、朝日に匂ふ、山桜花」は、真に日本
ノキ、クスノキ科のヤプニッグイ、クスノキ‘ヲコギ l人の脳裡より忘れ得ぬ、誠に清いむを現わしている。
科のカクνミノ、ツパキ科のツパキ、モッコク、ヤマ ( 明石東高校教諭〉
モモ科のヤマモモ、ブナ科のアラガν、アカガν、イ| 追記、戦前の明石公園は大樹が密生し大原始林を恩
タジイ等がみられる。 Iわせていたが、大樹は総て戦争の犠牲となった。
話喜寝1萄では、カエデ科のタカオモミジ、ハゼノキ科| 特t' C . $ . 威の南面は平くから各種のものが栽値された。
のヤマハゼ、リュキュワハゼ、パラ科のヤマグクラ等| 例えばアメリカよりニレツパスイνョワ〈ラククジヨ
が自生している。 I ワ〉の巨木、中国からの徳〈チャンチン〉の巨樹、数

1;本のあること、イチイガνの巨樹多数のあること、ま
待繍林相をしている。而して都市には稀にみるl京始林| た議中にはヨーロッノミカミらのオオフサモ、圏内処には
であるから、天然記念物に指定して、縞物の舗島保護| トクネズミモテなどのあることは特記に価する。
区域とすべきである。 I また、ことの珍らしい植物にはオオパグミ、クパメ
多くの小鳥は、この樹林に集り、四季を通じて、小| ガνなどの巨樹、溝中のドクゼリの若手落は特に珍らし

烏のさえずりを聴き得る、まことに気持よいものがあ| い。
る。 I なお終戦当時まではニオイタデが若干. を作って生えて
かくして私共は、まことに得難い当苑の自然環境| いたが、現代は見つからないのは淋しいことである。
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